
とれたて、みとよのおさかな大集合！

24広報 2007年10月

のつたじま再発見

活 魚 ・ 鮮 魚 の 大 即 売 会

問い合わせ　港湾課　☎８３-８８０６

▲

問い合わせ　商光観光課　☎６２－１１２９

▲

申し込み・問い合わせ  仁尾町観光協会（仁尾支所事業課内）
　　　　　　　　　　　〒７６９－１４０６　三豊市仁尾町仁尾辛３４－２  ☎８２－５１０２　FAX８２－５００９

▲

１１月３日（土）文化の日
午前８時～正午頃

日　時

伊吹魚市場（観音寺港内）場　所

１０月２５日（木）
午前１０時～午後１時

　往復ハガキに、住所・氏名・電話番号を記入し、下
記までお申し込みください（１枚のはがきに２人まで）

日　時

２,０００円（渡船料含む・当日集金）参加費

剪定バサミ・のこぎり持参物

申し込み方法

１０月１１日（木）必着申し込み締め切り

つたじま渡船場前集合場所

２０人（応募者多数の場合は抽選）募集人数

１０月２８日（日）
午前６時３０分～

　住所・氏名・年齢・電話番号を、電話・ＦＡＸで下
記までお申し込みください

日　時

１０月２１日（日）
午前９時２０分

詫間駅日　時 １１月１７日（土）
午前９時４０分

日　時集合駅 讃岐財田駅集合駅

１,０００円
（保険料、乗船代含む）

参加費

ウォーキングコース

詫間駅→須田港→粟島港→粟島海員学校跡（海洋記念公園）→島８８

カ所（１番・２番）→城ノ山展望台→馬城の浜・乃木松跡→上新田

（ブイブイガーデン）→上新田港→宮ノ下港→詫間駅

財田駅→ 宝光寺（室町庭園）→ 戸川ダム公園→大久保　之丞碑→

鮎返りの滝→道の駅（たからだの里さいた）→財田駅

１グループ（３人まで）１,０００円（渡船料含む・当日集金）参加費

釣り道具（ルアーの使用可能）やエサ・自分の飲み物等持参物

申し込み方法

１０月２２日（月）まで（当日申込は不可）申し込み締め切り

つたじま、仁尾港周辺の陸や岸壁から場　所

どなたでも（小学生以下は保護者同伴）応募資格

家庭樹木の剪定と ちょっとつまみ食い わいわい・がやがや、つり大会

たからだの里「秋の収穫祭」と紅葉の
　　　　室町風庭園（非公開）「宝光寺」鑑賞ウォーク

　駅からウォークは、「ふるさと四国再発見」歩いて感じる旅をキャッチフ

レーズとしたウォーキングです。歴史や文化、自然のすばらしさを再発見

してみませんか。３月までに市内で５コースが実施されます。詳しくは下

記までお問い合わせください。

　荘内半島の沖１km。ノスタルジックな別世界、粟

島。日本最古の海員養成学校（現 粟島海洋記念館）があ

り、絶景ポイントあり、歴史あり、お接待ありと、ゆっ

たりとした時間をお楽しみください。

　この日限りの特別公開の室町風庭園で紅葉を楽しんだ

後、戸川公園や鮎返りの滝など名所をめぐり、たからだ

の里さいた秋の収穫祭で腹ごしらえ。さわやかな秋の山

里をゆっくりと散策しましょう。

参加者募集
駅から駅から

要予約

約１２ｋｍ（約６時間２０分） ウォーキングコース 約７ｋｍ（約４時間２０分）

秋の瀬戸内「粟島」の歴史ウォークと
　　　　　　　　　　　島８８カ所お接待イベント

秋秋

特 別 奉 仕

アトラクション

はまちフィーレ即売
笠田高校秋の収穫祭

ビンゴゲーム
フィナーレイベント もちなげ大会

伊吹女性部いりこ等の販売
おさかな料理教室

伊吹丸船着場

競輪場

観音寺港
一の谷川

JR観音寺

財田川

琴弾公園

P

みとよおさかな市
2007会場

参加者募集



Open the Door to the World!
世界へ羽ばたけ！

三豊市国際交流協会から

（財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２
http://www.main.or.jp/mitoyo/

シリーズ
なんなん？食育No.１６

「食」への関心を高める

お好み焼き卵焼き簡単朝食メニュー

詫間町大浜学校給食センター

材
料（
6
人
分
）

豆腐
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ほうれん草

卵
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方

①豆腐はゆでて細かくつぶし、少し冷ます。

②にんじんはみじん切りにしてゆでる。

③ほうれん草はゆでて千切りにする。

④ボールに卵を割ってほぐし、①②③を入れ、

　砂糖、塩で味付けをして少し厚めに焼く。

☆ほうれん草を青ねぎにしてもおいしいよ☆
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　詫間町大浜学校給食センターは、瀬戸内の幸を学校給食

に取り入れています。献立の中に「ところてんのあべか

わ」、「ねぶとのからあげ」、「さつま」、「ジャコサラダ」な

ど、地域の食材を使い地域のものを食べることにより、

「食」への関心とともに地域への関心も高めています。

　子どもたちの「食」への関心を高めるためには、家庭と

の連携が大切です。そこで「親子給食会」を実施しまし

た。詫間小学校の学校栄養職員の高津主任と「朝食の中身

は、栄養バランスを考えて」というテーマでの座談会や、

簡単朝食メニューも学びました。

　子どもといっしょに買い物に行ったときに食材の名前を

教えたり、産地や値段を調べたりすることも「食」への関

心を高めることにつながります。また、体調に合わせた食

事を作ったり、子どもが喜ぶ食事を作ったりすることで親

子の心が通い合い、会話が広がるのではないでしょうか。

Open the Door to the World!
世界へ羽ばたけ！

Open the Door to the World!
世界へ羽ばたけ！

▲１年生の親子給食

　７月末から８月にかけて、中学生が三豊市と友好を深めている中国陝西省三原県、韓国慶尚南道陜川郡、アメリ
カ合衆国ウィスコンシン州ワウパカ市を訪問し、ホームステイを通して交流を深めました。今回の『三豊市国際交
流協会からOpen the Door to the World！』では、研修生たちの感想文から抜粋して、彼らの外国での体験記を
ご紹介します。

・食事に出かけたレストランでは、食べきれないほどの品数に驚き、砂糖を入れて飲むウーロン茶の甘さ、しびれる辛
　さの麺やマーボー豆腐と、日本で食べていた中華料理とは全く違ったものでした。
・中国の子どもたちとは先に日本で友達になっていたので、中国ではすぐに打ち解け合うことができました。
・中国へ行って、中国の素晴らしい歴史や文化、ホストファミリーの温かさを知ることができました。そして、日本と
　中国の生活スタイルの違いを知ることができて、本当によかったです。

せんせいしょうさんげんけん はぷちょんぐん

中国コース（７月３０日～８月４日）

・英語は勉強しているけど、やはり習っている言葉だけで生活するには、話すスピードも速く、何を言っているのかが
　分からなくて困ったこともありました。
・6日間のホームステイは、終わってみるととても短かったように感じます。そう感じるぐらい楽しいホームステイをさ
　せてくれたホストファミリーに感謝しています。
・交流を通してアメリカだけでなく日本のよさも知り、今までよりももっと日本のことが、生まれ育った三豊市のこと
　がとても好きになりました。言葉や文化の違いがあっても、相手のことを思いやる気持ち、感謝の気持ちをいつも持
　っていれば、どんな国の人でもわかり合えると思いました。

アメリカコース（８月６日～１５日）

・この研修は国際親善に努めることを目的としているので、三豊市の代表であることを忘れず、積極的に韓国を学び、
　ホームステイ先では、日本の考えや文化などを少しでも伝えられるようがんばりました。
・食事の時、いつも通りにお茶碗を持って食べると、ホストファミリーはみんなおかしそうな顔をしていました。（三豊
　市から見れば）韓国は北海道よりも近いところにあるのに、言葉もマナーも生活習慣も違うことに驚きました。
・韓国と日本は言葉も文化も違うけど、人のやさしさは同じだということを、ホストファミリーの温かい歓迎から学ぶ
　ことができました。

韓国コース（８月２２日～２６日） 
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